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近年の化学物質による環境汚染事故

中国天津におけるシアン⼯
場爆発事故（2015年2⽉）
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http://jp.wsj.com/articles/

⽶ウェストバージニア州エルク川⽔源
に化学薬品（4‐メチル‐1‐シクロヘキサ
ンメタノール）流出、⾮常事態宣⾔
（2014年1⽉）

スペインカタルーニャ州、バルセロナの都市、
イグアラダで硝酸、塩化鉄を扱う化学⼯場が
爆発（2015年2⽉）

http://karapaia.com/archives/52184814.html

危険物施設における⽕災及び流出
事故が近年増加(出典：平成27年消防⽩書)



東⽇本⼤震災
•東⽇本⼤震災後の対応
• この当時は災害への対応経験がなく，どうしてよい
かわからず
• 避難所の環境調査，被災地周辺環境調査などを実施
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津波被災地調査および分析技術開発

東日本大震災津波被災地調査 非常時に向けた分析技術開発

成果とその活用（見込み含む）：東日本大震災後の津波被災地での大気汚染状況が把握された。
中間処理施設での焼却処理の影響は少なく、分別処理時の土砂巻き上げが主。市街地までの飛散
は少なかった。 非常時時に利用可能なAIQS－DBの拡充と、現場から要望があった爆発事故・

 環境汚染物質・農薬版GCMS全自動同
定定量データベース（AIQS‐DB）の同定・
定量精度向上改良
 AMDISによるデコンボリューションを導入

 収載物質数の追加作業を実施中

 群馬県、名古屋市、静岡県、広島県、北九州市立
大と共同研究

 VOC版AIQS‐DBの作成に着手
 爆発事故を想定した104成分VOCのデータ登録
 名古屋市との共同研究

104成分VOCの一斉分析クロマトグラム

石巻津波被災地の大気汚染状況を2011年
6月以降継続的に調査
中間処理施設稼働時に一時的に粉じん濃度上昇した。

 2014年現在、粉じん中のAhR活性は対照のつくば市よ
り低い状況にある

石巻市大気粉じん濃度の経時変化

石巻市大気粉じん濃度の経時変化



熊本地震被災地の環境調査：公共⽤⽔域
への物質漏洩等の可能性を予測を併⽤し
つつ現地調査

5



6

熊本地震被災地の環境調査：地下⽔を多
く引⽤する地域であるため，地下⽔調査
が中⼼となった



サンチ号：奄美⼤島油漂着への対応
（国環研は簡易法での早期調査に協⼒）
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化学⼯場の
爆発事故
• 福井県で発⽣した
化学⼯場の爆発事
故
• 排出は瞬間ないし
短時間であったと
推測される
• 正確には不明
• 量も物質も完全に
は明確でない

• 周辺環境への影響
について問いあわ
せ
• おそらくは，短時
間（1〜数時
間？）の曝露によ
る影響を問われた

• 実はそのような影
響評価⼿法は不⼗
分
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直近の⽔害への対応
• 佐賀県⽔害

• ⽯油成分による健康影響への懸念
• 主流出はクエンチ油，精製パラフィン＋少量重油
• 健康影響の判断根拠とする知⾒が少なく要検討であった
• 健康影響に関する専⾨家判断の情報を提供

• 静岡県
• リン化アルミニウム⽸の流出

• ⽔との混和により危険
• 事業所が住⺠説明など対応，環境省・⾃治体の対応に研究所
も情報提供

• 郡⼭市，および他にも複数個所あったよう
• メッキ槽からのシアン流出

• 基準項⽬でもあり⾏政の対応が中⼼
• ⽔中から⼤気へのシアン揮発についての試算を実施
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本研究が注⽬する研究領域

⽕災

施設
破壊

事故

災害・事故の発⽣
有害化学物質
の発⽣

燃焼副⽣物
の発⽣

容器破壊

反応⽣成物
の発⽣

⼀般環境への
拡散

⼤気経由
の拡散

⽔環境へ
の流出

⼟壌への
放出

残留、影響、
対策

⼤気・⽔の
継続的汚染

⽔道施設等
への到達

地下⽔等の
継続的汚染

時間経過
（例えば）1時間 1⽇ 10⽇ 100⽇

化学物質リスクの発⽣

当事者 作業環境
労働者 ⼀般環境

本研究の注⽬領域
防災基本計画

消防防災

危険物等災害
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災害・事故時における化学物質リスク管理及び
研究の課題−時間経過と課題

11

時間経過

課
題

（例えば） 1時間 1⽇ 10⽇ 100⽇
異常発⽣ ⼀般環境への拡散 汚染の継続

事項 内容 事項 内容 事項 内容 事項 内容

災害・事故の異常検
知と迅速な対応⼒の
科学

災害・事故等の発
⽣を速やかに検知

災害・事故等による
環境汚染の迅速検知
と予測⼿法

⇒テーマ2
影響の及ぶ範囲や
重篤度を迅速に予
測

⼤気拡散、⽔質拡
散、多媒体拡散の予
測⼿法

対策範囲や種類の迅
速な確定

拡散予測と近隣
⼈⼝など影響予
測の統合化

災害・事故後の汚染
状況の網羅的な把握
の科学

事象発⽣後速やか
かつ網羅的に現地
の汚染状況を把握

可搬型装置等による
迅速分析⼿法

⼤気経由を中⼼とす
る汚染状況を速やか
に把握

揮発性・中揮発
性物質等の網羅
的迅速分析⼿法

⇒テーマ3
⽔域経由を中⼼とす
る汚染状況を速やか
に把握

難揮発性質の網
羅的迅速分析⼿
法

現地⾏政を中⼼とす
る対応⼒強化の科学

化学物質の基礎
情報、所在、量
等を把握

取扱量や所在量
の把握を可能と
する⾏政機関の
横断的連携

拡散してしまった汚
染の収束・処理

拡散・残留物質の
除去対策技術の検
討

テーマ4
残留する多種多様な
化学物質を効率的か
つ網羅的に監視

サンプリングと副
⽣物等の複雑な組
成に対応し得る監
視⼿法

すべての時間経過の
中で共通に必要とさ
れる科学

⇒テーマ1

状況の推移する
⾮定常化での管
理⽬標の設定

⾮定常状態にお
けるリスク評価
⼿法

必要な基盤情報、
評価⼿法、予測⼿
法、分析⼿法、⾏
政対応⼒を迅速に
検索

PRTR等、リスク評
価⼿法、予測⼿法、
化学分析⼿法、⾏政
対応などを迅速に検
索し得る統合リスク
管理基盤

災害・事故において
最も効果的な対策オ
プションを考察する
ための強靭なリスク
管理の体制論

災害・事故等に
おける強靭なリ
スク管理の体制

被災あるいは被災の
懸念される個⼈の曝
露を迅速また包括的
に把握

個⼈曝露の迅速把
握観測・分析技術

事前 事後対応



異常発⽣ ⼀般環境への拡散 汚染の継続

事項 内容 事項 内容 事項 内容 事項 内容

災害・事故の異常検
知と迅速な対応⼒の
科学

災害・事故等の発
⽣を速やかに検知

災害・事故等による
環境汚染の迅速検知
と予測⼿法

⇒テーマ2
影響の及ぶ範囲や
重篤度を迅速に予
測

⼤気拡散、⽔質拡
散、多媒体拡散の予
測⼿法

対策範囲や種類の迅
速な確定

拡散予測と近隣
⼈⼝など影響予
測の統合化

災害・事故後の汚染
状況の網羅的な把握
の科学

事象発⽣後速やか
かつ網羅的に現地
の汚染状況を把握

可搬型装置等による
迅速分析⼿法

⼤気経由を中⼼とす
る汚染状況を速やか
に把握

揮発性・中揮発
性物質等の網羅
的迅速分析⼿法

⇒テーマ3
⽔域経由を中⼼とす
る汚染状況を速やか
に把握

難揮発性質の網
羅的迅速分析⼿
法

現地⾏政を中⼼とす
る対応⼒強化の科学

化学物質の基礎
情報、所在、量
等を把握

取扱量や所在量
の把握を可能と
する⾏政機関の
横断的連携

拡散してしまった汚
染の収束・処理

拡散・残留物質の
除去対策技術の検
討

テーマ4
残留する多種多様な
化学物質を効率的か
つ網羅的に監視

サンプリングと副
⽣物等の複雑な組
成に対応し得る監
視⼿法

すべての時間経過の
中で共通に必要とさ
れる科学

⇒テーマ1

状況の推移する
⾮定常化での管
理⽬標の設定

⾮定常状態にお
けるリスク評価
⼿法

必要な基盤情報、
評価⼿法、予測⼿
法、分析⼿法、⾏
政対応⼒を迅速に
検索

PRTR等、リスク評
価⼿法、予測⼿法、
化学分析⼿法、⾏政
対応などを迅速に検
索し得る統合リスク
管理基盤

災害・事故において
最も効果的な対策オ
プションを考察する
ための強靭なリスク
管理の体制論

災害・事故等に
おける強靭なリ
スク管理の体制

被災あるいは被災の
懸念される個⼈の曝
露を迅速また包括的
に把握

個⼈曝露の迅速把
握観測・分析技術

事前 事後対応

災害・事故時における化学物質リスク管理及び
研究の課題−時間経過と課題の位置づけ
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課
題

異常ー事故対応

リスク管理基盤の構築、経験のフィードバック

時間経過
（例えば） 1時間 1⽇ 10⽇ 100⽇



異常発⽣ ⼀般環境への拡散 汚染の継続

事項 内容 事項 内容 事項 内容 事項 内容

災害・事故の異常検
知と迅速な対応⼒の
科学

災害・事故等の発
⽣を速やかに検知

災害・事故等による
環境汚染の迅速検知
と予測⼿法

⇒テーマ2
影響の及ぶ範囲や
重篤度を迅速に予
測

⼤気拡散、⽔質拡
散、多媒体拡散の予
測⼿法

対策範囲や種類の迅
速な確定

拡散予測と近隣
⼈⼝など影響予
測の統合化

災害・事故後の汚染
状況の網羅的な把握
の科学

事象発⽣後速やか
かつ網羅的に現地
の汚染状況を把握

可搬型装置等による
迅速分析⼿法

⼤気経由を中⼼とす
る汚染状況を速やか
に把握

揮発性・中揮発
性物質等の網羅
的迅速分析⼿法

⇒テーマ3
⽔域経由を中⼼とす
る汚染状況を速やか
に把握

難揮発性質の網
羅的迅速分析⼿
法

現地⾏政を中⼼とす
る対応⼒強化の科学

化学物質の基礎
情報、所在、量
等を把握

取扱量や所在量
の把握を可能と
する⾏政機関の
横断的連携

拡散してしまった汚
染の収束・処理

拡散・残留物質の
除去対策技術の検
討

テーマ4
残留する多種多様な
化学物質を効率的か
つ網羅的に監視

サンプリングと副
⽣物等の複雑な組
成に対応し得る監
視⼿法

すべての時間経過の
中で共通に必要とさ
れる科学

⇒テーマ1

状況の推移する
⾮定常化での管
理⽬標の設定

⾮定常状態にお
けるリスク評価
⼿法

必要な基盤情報、
評価⼿法、予測⼿
法、分析⼿法、⾏
政対応⼒を迅速に
検索

PRTR等、リスク評
価⼿法、予測⼿法、
化学分析⼿法、⾏政
対応などを迅速に検
索し得る統合リスク
管理基盤

災害・事故において
最も効果的な対策オ
プションを考察する
ための強靭なリスク
管理の体制論

災害・事故等に
おける強靭なリ
スク管理の体制

被災あるいは被災の
懸念される個⼈の曝
露を迅速また包括的
に把握

個⼈曝露の迅速把
握観測・分析技術

事前 事後対応

災害・事故時における化学物質リスク管理及び
研究の課題−本⽇の構成

13

課
題

影響予測の
統合プラッ
トフォーム

可搬・設置
の迅速分析
⼿法群

PRTR等の現地
⾏政を⽀援す
る情報基盤

すべての⼿法を横断的
に検索・活⽤可能な統
合リスク管理基盤

⾏政・現地・対策実施者・消防等外部機関などすべての者が
災害・事故時の化学物質リスク管理に活⽤可能な基盤を提⽰

対策技術と
監視

時間経過
（例えば） 1時間 1⽇ 10⽇ 100⽇



異常発⽣ ⼀般環境への拡散 汚染の継続

事項 内容 事項 内容 事項 内容 事項 内容

災害・事故の異常検
知と迅速な対応⼒の
科学

災害・事故等の発
⽣を速やかに検知

災害・事故等による
環境汚染の迅速検知
と予測⼿法

⇒テーマ2
影響の及ぶ範囲や
重篤度を迅速に予
測

⼤気拡散、⽔質拡
散、多媒体拡散の予
測⼿法

対策範囲や種類の迅
速な確定

拡散予測と近隣
⼈⼝など影響予
測の統合化

災害・事故後の汚染
状況の網羅的な把握
の科学

事象発⽣後速やか
かつ網羅的に現地
の汚染状況を把握

可搬型装置等による
迅速分析⼿法

⼤気経由を中⼼とす
る汚染状況を速やか
に把握

揮発性・中揮発
性物質等の網羅
的迅速分析⼿法

⇒テーマ3
⽔域経由を中⼼とす
る汚染状況を速やか
に把握

難揮発性質の網
羅的迅速分析⼿
法

現地⾏政を中⼼とす
る対応⼒強化の科学

化学物質の基礎
情報、所在、量
等を把握

取扱量や所在量
の把握を可能と
する⾏政機関の
横断的連携

拡散してしまった汚
染の収束・処理

拡散・残留物質の
除去対策技術の検
討

テーマ4
残留する多種多様な
化学物質を効率的か
つ網羅的に監視

サンプリングと副
⽣物等の複雑な組
成に対応し得る監
視⼿法

すべての時間経過の
中で共通に必要とさ
れる科学

⇒テーマ1

状況の推移する
⾮定常化での管
理⽬標の設定

⾮定常状態にお
けるリスク評価
⼿法

必要な基盤情報、
評価⼿法、予測⼿
法、分析⼿法、⾏
政対応⼒を迅速に
検索

PRTR等、リスク評
価⼿法、予測⼿法、
化学分析⼿法、⾏政
対応などを迅速に検
索し得る統合リスク
管理基盤

災害・事故において
最も効果的な対策オ
プションを考察する
ための強靭なリスク
管理の体制論

災害・事故等に
おける強靭なリ
スク管理の体制

被災あるいは被災の
懸念される個⼈の曝
露を迅速また包括的
に把握

個⼈曝露の迅速把
握観測・分析技術

事前 事後対応

災害・事故時における化学物質リスク管理及び
研究の課題−本⽇の構成

14

課
題

影響予測の
統合プラッ
トフォーム

可搬・設置
の迅速分析
⼿法群

PRTR等の現地
⾏政を⽀援す
る情報基盤

すべての⼿法を横断的
に検索・活⽤可能な統
合リスク管理基盤

⾏政・現地・対策実施者・消防等外部機関などすべての者が
災害・事故時の化学物質リスク管理に活⽤可能な基盤を提⽰

対策技術と
監視

時間経過
（例えば） 1時間 1⽇ 10⽇ 100⽇

（7）PRTRデータを活用した化学
物質存在量の推計（大阪府・中村）

（2）災害・事故等のリスク管理
における対策オプションの評価に
関する研究（大阪大学・東海）

（3）水質事故等の異常検知と影響
予測手法の開発（国立保健医療科学
院・浅見）

（4）災害・事故事象による化学物
質の大気・水域拡散予測手法の開発
（産総研・恒見）

（5）速やかかつ網羅的な化学物質
把握のための分析手法の開発（堀場
製作所・井ノ上）

（6）事故・災害時における半揮発
性物質モニタリングのための網羅的
分析法の開発（国環研・中島）

（8）災害・事故後に環境中に残留
する化学物質汚染の除去対策（大阪
大学・東海）

（1）災害・事故での化学物質リス
クとその対処－新たな課題と今後の
取り組みー（国環研・鈴木）


